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第２部 事例紹介 
 

民族資料の視点から 
 
山口 徹 
（慶應義塾大学文学部教授） 

 

文学部の民族学考古学専攻に所属してい

る山口です。南太平洋のオセアニアをフィ

ールドにして、考古学と歴史人類学という

２つの分野にまたがって研究活動をおこな

っています。2017 年からは非常に小さい島、

北部クック諸島のなかの１つの離島で、熱

帯サイクロンと人間居住の関係史をテーマ

に、地球科学や文化人類学の先生たちと一

緒に共同調査を進めています。調査対象の

島はプカプカ環礁で、海に浮かんでいるよ

うな名前なんです。日吉キャンパスから

Google Earth で測ってみると 7,070 キロぐ

らい南に離れていて、赤道のほぼ直下にあ

ります。クック諸島のなかでも離島中の離

島と言ったらいいでしょうか。私の共同研

究者は Far remote atollなんていうふうに呼

んでいます。日本語に訳すと極リモート環

礁、もしくは極離島環礁ですかね。ここにた

どり着くには、まずニュージーランドのオ

ークランドに飛んで、そこからラロトンガ

というクック諸島の首府に渡ります。ここ

までは定期便の飛行機があります。そのラ

ロトンガから、どうやって行くか考えない

といけない。不定期の貨客船はあります。で

も、いつ帰れるかわからないので、これはち

ょっと難しいということで、日本政府から

もらった科学研究費の大半をつぎ込んでで、

チャーターフライトを手配するんです。い

くらかかるかは言いませんけれども、相当

のお金がかかる。だからこそ極リモート環

礁なんです。そんな場所で、島の若者たちに

手伝ってもらいながら、もちろん謝金を払

ってですが、発掘調査を実施しています。 

 

考古学のオープンサイエンス 

 考えてみると離島ゆえに、おそらくは私

以外の考古学者がここに渡って、同じよう

な調査をする可能性は、極めて小さい。よっ

ぽどこだわりのある人じゃないと、ここに

行こうとは思わないでしょう。しかも、発掘

調査自体が実は、過去の堆積や過去の生活

の痕跡を壊す行為なんです。厳密に言えば、

私が掘った場所と同じ場所を誰かがもう一

度発掘することはできないことになります。

考古学は実験科学とは違って、追試を受け

る機会がほとんどない、そういう学問領域

なんです。だからこそ、考古学のオープンサ

イエンスには、調査の経緯をできる限り現

地で記録し、公開していく態度が求められ

る。それに応えることが考古学の倫理と言

ったらいいでしょうか。そういうふうに僕

は考えています。だからこそ現地では、フィ

ールドノートを毎日現場でつけますし、そ

の記録にもとづいて、夜、眠い目をこすりな
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がら暗い電気の下で日誌を書きます。日誌

の左側ページだけ使って、右側のページは

空白のままにしておく。数日後、１週間後、

あるいは日本に帰って気づいたことを右側

のノートに書いていく。文化人類学者のな

かには、時系列に沿って記述がならぶ日誌

にもとづいて、今度はトピックごとにノー

トをつくり直すという人もいるのですが、

僕はそこまではできていません。 

いずれにしても複数冊のノートをつくる

ということが、しかも現場でつくっていく

ということが非常に重要になる。さらに考

古学では、スライドにお見せするような図

面を現場で描きます。平面図に加えて断面

図の記録もとっていきます。最近ではトー

タルステーションという測量機械で３D 情

報をパソコンのなかに保存していく方法が

ありますが、考古学の調査はとかく荷物が

多くなるので、トータルステーションを持

っていくのもなかなか大変です。そういう

ときは、２D の図面をできるだけ記録する

ことが重要になるわけです。もちろん写真

やビデオを撮りますし、それから地形測量

もおこないます。最近ではドローンを使っ

た空撮も組み合わせて実施している。新し

い機器が出ると、つい試したくなる分野で

もあります。 

 研究室に戻ってからは、発掘資料の記録

や分析をおこないます。出土した炭化物の

年代測定分析を進め、その他の科学分析も

おこないます。現地でとった記録と分析結

果を組み合わせて、対照させながら学会発

表や論文に仕上げるわけです。端的に言う

と、スライド左側の現場の図面が、右側の層

位図（stratigraphy）に変換されていくわけ

ですね。 

考古学は、発掘調査から論文公開までの

プロセスのなかで、研究者個々人の恣意的

な判断が入りやすい、そういう分野です。だ

からこそ客観的な記述を目指すわけで、そ

うすると読んでいて寝落ちしちゃうような

分厚い報告書になりがちです。事実記載と

呼びますが、そういう報告書が日本では毎

年たくさん作られている。スペースを占め

る報告書が次々と刊行されているわけです。

図書館にとっては迷惑なことでしょうが、

私たちにとっては、それが研究者としての

倫理的態度でもあるわけです。それだけで

はなくて、現場で取ったノートを含め、さま

ざまな資料を保管し、要請があれば、公開す

る義務というものを考古学者は負っている。

オープンサイエンスは、まさにわれわれが

今までおこなってきた営みの延長線上にあ

るんです。 

 

シン・オープンサイエンス論 

 しかし、発掘調査の記録は、私の場合は特

にそうなんですけれども、学術資料である

と同時に、現地の人々にとってみると、その

方々の歴史の断片でもあります。杉浦さん
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が先ほどお話しになった Indigenous 

knowledge（土着の人々の知識）のもとにな

るかもしれない。そういう側面をもったデ

ータです。出土した釣り針や炉の跡だった

り、そういうものは現地の彼ら／彼女らの

祖先の生活の痕跡であって、まさに文化財

としての性格を持つということです。文化

財を取り扱う分野にとってのオープンサイ

エンスは、学術世界の外にも開かれたもの

でなければならない。そんな意味を込めて、

最新の『ゴジラ-1.0』よりはちょっと古いけ

ど、『シン・ゴジラ』をなぞって、シン・オ

ープンサイエンス論というタイトルをつけ

てみました。倉田先生が先ほど、知識への万

人のアクセスというお話をなさいましたが、

まさにこれにつながるのではないでしょう

か。 

 

ウリ像との出会い 

文化財のオープンアクセスを考えるとき

に、考古学も面白いのですが、もう一つ別の

分野を皆さんに紹介しようと思います。 

 今から 20 年近く前のことですが、ニュー

ジーランドのオタゴ大学から、ニューギニ

アを専門にするサマーヘイズ先生が私のも

とに訪ねてきました。当時、記念図書館（旧

図書館）地下に収蔵スペースがあって、ニュ

ーギニアの祖霊像というパネルが付された

民族資料が置かれていました。それを思い

出して、そこにお連れしたんです。この木像

を見た途端にサマーヘイズ先生が「おい、徹」

って、ちょっと声がうわずっているんです

ね。これはプライスレスだって怒られちゃ

ったんです。こっちは「はあ？」ですよね。

慌てて調べてみると、確かにこの祖霊像は、

ニューギニア北東のニューアイルランド島

で 20 世紀初頭に、日本人貿易商人の小嶺磯

吉という人物が活動していて、その方が現

地で収集し、そして最後に慶應に寄贈され

たものだと分かりました。類例資料を調べ

てみると、世界には 140 体ぐらいしかなく

て、トライバルアート（部族芸術）として、

Sotheby's や Christie's といったアートマー

ケットで高値で取引される、そういう資料

であることも分かってきました。 

さらに、メラネシアの民族資料が慶應義

塾大学の片隅に 2,000 点近く眠っているこ

とが分かっちゃったんです。もう 20 年近く

前の話です。その場所は三田キャンパスの

西校舎４階でした。屋上の直下で、直射日光

を受けると夏は 40 度近くになる。冬はキン

キンに冷える。非常に劣悪な環境に2,000点

近い民族資料が雑然と置かれていた。慶應

義塾大学に赴任したての私は気づいたとい

うか、そのことに気づかされたわけです。こ

のままでは死蔵、オープンサイエンスとは

真反対ですよね。死蔵された状態を解消す

るのが私の使命と感じて、そこから整理作

業を学生や院生と一緒に進めていくことに

なりました。１点１点薄葉紙で包み、「プチ
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プチくん」という梱包材でくるんで、そして

段ボールのなかにそっと入れる。薄葉紙を

折りたたんであいだに綿を詰めた緩衝材を

用意して、資料のあいだに挟んで、さらにそ

の上に次の資料を載せる。そんな作業を繰

り返しました。 

西校舎の劣悪な環境には置いておけない

ので、常任理事や塾長にかけ合って、DMC

が拠点を置いている西別館の一角に調温調

湿の部屋をつくってもらったり、三田の

KeMCo の６階にスペースをいただいたり

して、そうしたスペースにメラネシアの民

族資料を収蔵していきました。十数年かか

りました。 

2019 年には、データベースを Web 公開

しました。日本語なのでグローバル公開に

は至ってませんが、KeMCo の検索サイト

Keio Object Hub にリンクが貼られていま

す。さらに、国立国会図書館が運営している

ジャパンサーチからも検索がかけられるよ

うになっています。そういう意味では、少し

は役目を果たせたかなと思うわけです。 

民族資料の整理と公開も、オープンサイ

エンスの営みと言っていいでしょう。慶應

義塾大学所蔵のウリ像のうち２体に関して

は、かつては木箱に入ったままで誰も見ら

れない状態でした。それが今や、ウォークイ

ンストレージとして活用している KeMCo

の収蔵庫で展示しているので、何かの機会

に皆さんをお連れすることもできます。そ

ういう状態まで実現できたということなん

です。 

 

民族資料は誰のもの？ 

 公開先には研究者だけではなくて、民族

資料が収集された現地に暮らす人々も含ま

れなければなりません。振り返ると 1980 年

代ごろから、民族学系博物館のキュレータ

ーたちは、非常に苦しいジレンマを抱えて

きました。所蔵資料の適切な保管と資料の

帰属という両立しづらい問題が社会から突

き付けられたのです。現地の人々からの要

請もあって、資料の返還(repatriation)が進

んでいった時期でもあります。特に、欧米社

会はかつての被植民地から移民の方々を多

く受け入れているから、民族学系博物館の

キュレーターたちの悩みは深かったと思い

ます。現在は多様な人々が出会う、そして対

話を交わすコンタクトゾーン (contact 

zone)としての役割を担おうとして活動し

ている博物館が増えています。 

そうした取り組みの１つが、コレクショ

ンのデジタル公開です。多くのソースコミ

ュニティーの方々、すなわち、かつての被植

民地の人々は、欧米の博物館からは遠く離

れた場所に暮らしています。資料を見たく

ても、アクセスしづらいはずです。一方で、

現地の人たちが最近はスマホやパソコンを

使っていたりします。先ほど紹介したプカ

プカ環礁の島の人々はスマホで情報検索し
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ていますし、僕らの発掘調査をスマホで撮

って、SNS にアップしたりします。それで

ラロトンガ島に帰ったら、おまえらプカプ

カに行ってきたろうって言われるんです。

デジタルデバイスの普及がグローバルに進

行しているなかで、コレクションのデジタ

ル公開は必須になってきていると思います。

デジタルデータへのアクセスを担保するこ

とが、コンタクトゾーンとしての博物館の

責務だということです。デジタルレパトリ

エーション(digital repatriation)と呼んだら

よいでしょうか。本物を返還するところま

ではいかなくても、デジタルで情報共有す

る試みと評価できるのではないでしょうか。 

 でも、何となくここは誤魔化されたよう

な気になりますよね。僕もそう思います。い

わゆる資産価値をともなうので、文化財の

所有はやはり難しい問題です。 

 

モノの履歴 

 ちょっと古いんですが、文化人類学者の

Arjun Appadurai が The Social Life of 

Things という論集を 1980 年代に出してい

ます。そのなかで彼が論じたのは、すべての

モノが製作から壊れてしまうまで、あるい

は人間が廃棄するまでのプロセスのなかに

あるということです。人間と同様に、一つ一

つのモノに固有の履歴／バイオグラフィが

あるというわけです。ウリ像にも、人格化し

て例えれば、誕生した時点からその生涯に

わたってさまざまな場面があるはずです。

その情報を見ていくことが重要ではないか

と、最近では考えています。例えば、まず彫

刻師によるウリ像の製作の場面が、古写真

で見つかってきたりします。村の首長が亡

くなったときに、次の村長
むらおさ

が彫刻師に製作

を依頼するという状況です。貝のビーズを

連ねた二尋
ひろ
貝貨で、一体のウリ像を彫刻師

から買う。そんな話が民族誌から出てきた

りします。 

 次は亡くなった村長の葬送儀礼で、祖霊

像が並べられています。一種の展示のよう

ですね。さらには、ヨーロッパから汽船がや

ってくると、カヌーに乗った現地の人たち

が、自分たちの日用品を携えて船べりに寄

せて来て、これ買わないかって旅客と交渉

したりする。ウリ像を主語にすれば、自分が

見知らぬ旅客に売られていく場面になりま

す。さらには、汽船に乗って運ばれる場面や、

ヨーロッパに運ばれたあとは、例えばドイ

ツのハーゲン民族学博物館で展示される場

面も経験しています。このときには、ドイツ

表現主義の Emil Nolde の絵画と一緒に、ウ

リ像が一緒に並べられていました。まさに、

前衛芸術の最先端に登場する場面ですね。

1960 年代と新しいのですが、慶應のウリ像

もなんと国立近代美術館で展示されたこと

があります。「現代の眼：原始美術から」と

いう展覧会でした。そのときには、疲れ衰え

た現在の芸術をよみがえらせる芸術の種子
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の１つとして展示されました。まさに新し

い価値をウリ像は獲得したと言っていいで

しょう。個人の収集家がアートギャラリー

から購入して、コレクションすることがあ

りました。そうしたコレクションが

Sotheby's や Christie's のアートマーケット

で競売にかけられるという場面にもウリ像

は遭遇しています。 

 トライバルアートの収集家にはアーティ

ストが多くいました。例えば、シュルレアリ

スムの旗手だったAndré Bretonという詩人

は、自分の書斎の大机の上にウリ像を置い

ていました。Breton は、詩のなかにウリ像

を読み込んでいて、まさにシュルレアリス

ムという新しい価値をウリ像に与えている。

いや、ウリ像は新しい価値を獲得したと言

ったらいいでしょうか。ウリ像の履歴を構

成する重要なファセットです。 

 すでに廃園になっていて見ることは叶わ

ないのですが、1961 年に創業された奈良ド

リームランドという遊園地がありました。

そこにはかつて、ウリ像もどきのモルタル

像がジャングル巡航船の前に立っていたよ

うです。Google Earth にアップされていた

写真を知り合いが見つけたんです。廃園に

なった奈良ドリームランドの跡地に引っか

けて、写真が載っかっていたんです。これを

見て、びっくりしました。カタチはまさに慶

應のウリ像なんです。間違いないと思いま

す。ただ、表面の色彩はまったく違います。

奈良ドリームランドの建設に携わった方が、

国立近代美術館で展示されていたウリ像を

見てモルタル像をつくったというよりも、

白黒の図録写真を見て、色彩は想像しなが

ら付けたのではないでしょうか。そうだと

すれば、イメージの転用がまさにこのとき

に生じたことになります。ウリ像が知らな

いところでファセットが新たに加えられた

と言ったらいいでしょうか。写真を見てい

ると、そんな感覚が湧いてきます。 

 

所有から「総用」へ 

 このように、民族資料が経てきた履歴の

多様なファセットを、アノテーションとし

てデジタルデータに付与することで、所有

の問題を相対化できないだろうか。売った

側と買った側という二者択一ではなく、そ

してソースコミュニティーと宗主国側とい

う二者択一ではなく、二分された世界では

なくて、ウリ像にしてみれば、いろいろなフ

ァセットがあると見せること、これが博物

館資料の所有の問題をのり越えるための大

事な営為になると考えます。資料はオブジ

ェクト（客体）として所有される対象ではな

くて、シングス（モノ）として、個々の生涯

を生きているのではないかという気づきを

提供する営為です。 

団体の所有形態を表す「総有」という用語

を聞いたことがあります。団体の成員には

分割所有権が認められていない所有形態で
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す。でも、みんなでただ所有するのではなく

て、みんなで活用するという意味を込めて

「総用」という言葉はどうでしょう。この総

用の仕掛けを生み出す社会的機能を、オー

プンサイエンスで実現できるのではないか

と考えています。個々のモノの生涯に新た

なファセットを加えていく機能です。これ

が私自身の現時点のアイデアです。 

 

価値を創出するオープンサイエンス 

とはいえ、アートマーケットで民族資料

が取引されているのも現実で、実態として

唯一無二の本物と、いくらでも複製可能な

デジタルデータの価値は、やはり等価とは

言えない。当然、資産価値としては等価じゃ

ないですね。ということは、資産価値とは別

の価値を創出する必要がある。 

オープンサイエンスの先行きには、こう

いう問題が控えています。価値の１つとし

て、もちろん学術的な価値がある。例えばブ

リティッシュミュージアムの Web サイト

でデジタルコレクションを見ていくと、さ

まざまな角度から１つの資料を観察できる

ように、複数の高精細画像がアップロード

されていますし、なかには３D で閲覧でき

るようにもなっている。つまり、データ量が

かつてよりも格段に大きく、画像の肌理も

非常に細かい。高解像度のデータになって

きているわけです。これがプカプカの人た

ちのスマホで、ちゃんと動くのかは分かり

ませんが、いずれはそうなるだろうなと思

います。通信規格が５G や６G になれば動

きますよね。状況が進めば、いわゆるデジタ

ル資料の学術的価値は高まるだろうし、普

通の人たちがウリ像のデータを使って細か

く観察できるようになると予想します。 

もう１つは、社会的な価値です。モノの社

会的な価値は、より多くの人々に閲覧機会

を提供することで上昇する。それを実現す

ることが博物館の役割の１つでしょう。そ

ういう意味で、慶應義塾大学のウリ像は、常

態的に公開されていないところに課題があ

ります。収蔵庫のなかに入れられていて、僕

がいれば皆さんにお見せできますが、気軽

に会いに来てくださいと言えない状況なの

で、そこが残念です。 

博物館における資料の社会的価値が展覧

会で何回も展示されていくことで上がって

いくのだとすれば、そのデジタルデータの

社会的価値をどうやったら底上げできるん

だろうかという発想が生まれます。もし実

現したら、デジタルレパトリエーションと

いう、ちょっと眉唾っぽく聞こえたこの言

葉が、もっとリアルになるのではないでし

ょうか。 

そこで最後に皆さんに問いかけたいので

す。デジタルデータの社会的価値とはいっ

たい何なのか。どうやったら上昇するのか。

そして、その社会的価値を何で計り、どのよ

うにモニタリングするのか。こういうこと
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を皆さんに考えていただけないだろうかと

投げかけたところで、私のプレゼンテーシ

ョンは終わりにしたいと思います。ありが

とうございました。 
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